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自学・自治・自愛 （文責：校長）

校内意見発表会（５／３１）にお越しください！

５月３１日（金）第５限、本校体育館において校内意見発表会を行います。５月の連休中の課題として、生徒
全員が自分なりのメッセージを書きました。生徒たちは、地域のことや普段の生活のこと、家族のことや将来の
こと、社会のことなど、日頃感じていることをしっかりと書いていました。
校内意見発表会では、各学級代表者７名が発表します。
発表する生徒及び発表題は次の通りです。
１年Ａ組 佐原 詩織 「学校の必要性」
１年Ｂ組 谷 桃香 「まほうのあいさつ」
２年Ａ組 田中 萌愛 「安心・安全な街づくり」
２年Ｂ組 江川愛純実 「目標を持つこと」
３年Ａ組 佐原佑布子 「言葉の遣い方」
３年Ｂ組 三葛 晃輔 「友と友」
３年Ｃ組 江川ひかり 「世界中の人と生きていくために」

中学生が、日頃、どんなことを考えているのか、一生懸命発表しますので、ぜひ学校にお越しいただきお聞
きください。

有田市ＰＴＡ連合会総会・研修会

５月１８日（土）、鮎茶屋にて行われた有田市ＰＴＡ連合会総会に本校育友会三役さまと学校職員代表が
出席しました。総会に先立って行われた研修会では、特定非営利活動法人和歌山ＩＴ教育機構の佐々木哲先
生による講演「ネット使用により起こるトラブルと家庭で守るべきルールについて」を聴かせていただきました。
最近、子どもたちの間では「Ｔｉｋ Ｔｏｋ」というアプリが流行っており、自分が撮った動画をネットで公開して

いるようです。その動画を見た知らない人からコメントが届き、何回かやりとりをするうちに知り合いになるそう
です。
ネットの世界の危険性はよくいわれますが、ツイッター等でコメントをやりとりするうち

に、知らない人のことを信用してしまい犯罪被害に巻き込まれてしまうことです。児童ポ
ルノの被害者数は年々増加しています。子どもの使用するスマホにフィルタリングをかけ
るだけで、リスクは大幅に減少します。スマホ等を安全に使用するために、「子ども自身
が自覚をもつ」、「保護者が使用を管理する」ことが大切です。お子さまのスマホはどう
なっているでしょうか。是非ともフィルタリングをお願いします。
また、ゲーム障害についてもお話しがありました。「ゲームをする時間をコントロールで

きない」、「日常生活よりゲームを優先してしまう」、「ゲームにより問題が起きているのに
ゲームを続ける」といった状況は、ゲーム依存症だそうです。そうなると本人の力だけではなかなか解決できま
せん。親子でしっかりと話し合い、解決の方法を見つけなくてはなりません。
ネットやゲームの使用については、全く使わない子どもより３０分～１時間程度使う子どもの方が学習成績

がよいとのデータもあります。要は、自分で使い方をコントロールできる力がついているということが大事だと
いうことです。そうでない子どもにとって、スマホは危険であるといえるでしょう。
よくいわれることですが、スマホ等の使い方について親子でしっかりと話し合い、親子でルールをつくってく

ださい。そのときには、正しい使い方を保護者自身が行動で示してやってください。お願いいたします。

歯・口の健康に関する図画・ポスター／標語

標記コンクールに次の生徒が入賞しました。
【図画・ポスターの部】 ○入選 大西 花歩
【標語の部】 ○特選 桑原 良輔 「健康は しっかり噛むこと 笑うこと」

なお、上記生徒の作品は、５月２５日（土）～６月９日（日）に有田川町交流センターＡＬＥＣ（月曜休館）で
展示されます。


